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新年明けましておめでとうございます。2012年の新春を迎え、本年が会員皆様にとっても、当会にとっ

ても良い年になることをお祈り申し上げます。また、日頃より当会の活動に対しまして格別のご指導、ご支

援を賜っております関係各位の皆さまに深く感謝申し上げます。  

さて、現在の医療には医療機器の存在が不可欠となっており、それら医療機器の安全管理が強く求め

られております。加えて「医療機関等における医療機器の立会いに関する基準」を遵守する中で、多くの

臨床工学技士が対応し、それに伴って我々臨床工学技士の責任が益々重みを増してきております。  

昨年は、学術委員会、安全委員会、教育委員会の企画により各種セミナーと学術大会を開催し盛況

に終えることができました。また、財務委員会、事務局においては各種の受付、事務作業など多方面に

関わり各事業を成功に導いてくれました。そして、公益事業推進委員会では、委員会メンバーが在籍す

る地区の札幌、函館、旭川では活発な活動をしております。 

この場を借りまして当会活動へご尽力いただいている皆様には、心より感謝を申し上げます。 

今現在でも公益社団法人として恥ずかしくない事業を展開しておりますが、今年は全道展開を目指し

公益事業を展開する中で、臨床工学技士の認知度を高めつつ、「個々のスキルアップと技術の研鑽」を

重点に、教育システムの構築を充実していきたいと思います。また、道内に点在する臨床工学技士地方

会との結束力を高めるために、継続して各地方会行事へ参加し、交流を深め、北海道の臨床工学技士

が一枚岩となり、国や自治体へアピールできるよう組織力を高めるべく努力していく所存であります。  

臨床工学技士が抱える様々な問題を克服するためには、当会への入会率を向上させ、組織を拡大す

ることが重要であり、未入会の方々へ入会のはたらき掛けを行うと共に魅力ある組織になるよう、当会の

研修会・セミナー等をさらに充実させていきたいと思います。  

会長職２期目、公益社団法人１期目を預かる身として、会員の皆様のご協力を得ながら、自分たちが

その第一歩を踏み出すという確固とした信念を持ち、自分の職業に希望と誇りが持てるよう邁進する所存

でございます。  

今後、臨床工学技士の職能団体として公に訴えていかなければならない課題が山積みではあります

が、今後も皆様の一層のご支援、ご協力をお願いし、本年が会員皆様にとりまして益々のご健勝の年で

ありますことをお祈り申し上げます。 
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公益事業推進委員会 
 委員長 齊藤 高志 

 
ＡＥＤはフロント右隣にて専用キャビネッ

ト内に設置されていました。時間より早くロビ
ーに到着したため、事前にキャビネット保管状
況の確認を行ったところ、ラベルは下がってい
たものの本体の影に隠れていました。このキャ
ビネットには消音手段がなく、取り出しの際に
は素早く出し入れする必要がありました。 
講習自体は別室に移動して行いました。先方

の参加者がこちらの予想よりもはるかに多く、
従前の「Ｋファイル（註１）」を提示しながらの
説明では見づらいことが懸念され、トレーナー
についても離れた席の参加者には見づらい事が
予想されたので、声をかけトレーナーの近くで
こちらの手順どおりに行ってもらいました。 
ＡＥＤの管理状況についてはメーカーから提

供のあった月次点検表を用いていましたが、担
当者の異動をきっかけに2010年8月以降点検を
しなくなっていました。消耗品に関しては、バ
ッテリは購入当時（2009）のままとなっており、
期限まで３年残していましたが、パッドに関し
ては今年 1 月で期限を迎えていました。消耗品
交換の必要性については、こちらからの説明に
加え、実機のバッテリインジケータ表示が“購
入後一度も使われていないのに”50％まで消耗
していた事、当方が用意した期限切れパッドの
変色を見てそれぞれ納得していただけた様でし
た。消耗品の予備について伺ったところ、在庫
を用意しておらず、その必要性を説明すると共
に、何個予備を置くかは先方の裁量の範囲にな
りますが、消耗品購入先がどれくらいの納期で
収めてくれるのかを確認し決定する方法もある
とアドバイスしました。 

講習を受けて、メーカーが推奨する毎日のイ
ンジケータ確認及び毎月本体の蓋を開けイン
ジケータの確認を実施していくと支配人から
お話がありました。ホテル内の人事異動等で関
連書類がファイルごと埋没してしまう事が懸
念されたので、こちらから「職員が誰でも点検
状態を確認できるように本体近くに点検表を
設置したらどうか」、「ＡＥＤを使用したことは
確実に申し送られる事が必要」との提案を行
い、これも受け入れられました。先方から、ラ
ベルをキャビネット側に貼り付ける事の可否
を質問されましたが、消耗品の実際の記載と一
致しなくなる懸念からラベルは本体と一緒に
あるほうが管理しやすいのではないかと提案
しました。受講を終え、先方からは「日常点検
の必要性を認識できた。この講習内容を生か
し、今後現場へ日常点検を徹底する」との感想
を頂きました。 
全体的な反省としては、今回の様に会場が広

く、参加人数が多くなった場合、Ａ４ファイル
を提示しながらの講習形態には無理があるた
め、前回の委員会でも話があった、小型プロジ
ェクタが必要と思われました。また、ＡＥＤの
説明において、設置者が陥りやすい誤解（ＡＥ
Ｄは除細動が必要か否かを内部で解析するの
で無事な患者へは絶対放電しない・たとえレン
タルであっても設置者の日常点検義務は免れ
ない）について講習会で共通的に話し、Ｋファ
イルの抜粋と共にＡＥＤの基本的な知識が先
方の手元に残る様な資料作りの必要があると
思われました。 
(註１)Ｋファイル：当委員会でまとめたＡＥＤ
日常点検啓発用資料で、講習はこれに沿って行
われます。 

トレーナーを用いた説明の様子 

講習の様子 

我々公益社団法人北海道臨床工学技士会では、公益事業の一環として施設担当者様へ自動
体外式除細動器（以下ＡＥＤ）に対する日常点検啓発活動を推進しております。 
 実際の活動状況の一例ではありますが、2011年 12月 26日にホテルノースシティーで行わ
れた講習の実施報告書の本文（一部改変）を掲載いたします。 
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去る 1 月 14 日（土）、札幌コンベンションセ

ンターにおきまして「第一回北海道呼吸ケアセ

ミナー」が開催されました。 

本セミナーは当会と小林メディカル株式会社

の共催で企画されました。 

講演は「RSTの立ち上げと活動維持」と題して

旭川赤十字病院 臨床工学技士 陶山真一先生、

「呼吸ケアの実情」と題して札幌医科大学付属

病院 集中治療室 集中ケア認定看護師 和泉美

保先生にそれぞれわかりやすく講演して頂き、

「医療ガスの正しい使い方」、「酸素療法器具

の接続実習」について、北海道エアウオーター

株式会社、小林メディカル株式会社のご協力で

実施され、有意義な学習の場を頂きました。 

何かとご多忙のなか、ご講演いただいた諸先

生方、共催、協賛の各企業の皆様、セミナーの

参加者の皆様にこの場を借りて厚く御礼申し上

げます。 

2011 年 12 月 25 日 北海道新聞掲載 

「酸素療法器具の接続実習」の様子 
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（詳細は日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい） 
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◆RMニュース◆ 
 
＜脳死肝移植後の透析でミス、患者死亡＞  

 京都の病院は 14 日、脳死肝移植を受けた 50 歳

代男性が手術後の人工透析治療の際、病院側のミ

スによって死亡したと発表した。原因は使用する器

具の取り違いだという。 

 男性は C 型肝炎による肝硬変に加え、腎不全を

併発。今月の 4 日に脳死判定された別の男性から

肝臓を提供され、5 日に移植手術を受けた。術後

の経過は順調で、11 日に集中治療室から一般病

棟へ移り、人工透析の治療を受けていた。 

 透析治療は、血液中の老廃物を濾過するフィル

ターを定期的に交換し、24 時間連続で行ってい

た。ミスが起きたのは 12日午後 7時 30分頃の交換

作業。当直の医師が看護師に新しいフィルターに

換えるよう依頼したが、看護師は老廃物濾過用で

はなく、誤って血液から血漿を分離するフィルター

を用意。医師も間違いに気付かず、別の医師と透

析装置に取り付けたという。 

 この 2 種類のフィルターは、ともに病棟の看護師

詰所の棚に保管。血漿分離に使うのは長さ 29cm、

直径 42mmでパイプの両端が青く塗られているが、

老廃物濾過用は長さ 22cm、直径 35mmの透明で、

区別できるようになっていた。 

（2011年 11月 15日 掲載：読売新聞） 

＜専門技師、必ず立ち会い＞ 

京都の病院は、人工透析治療で看護師や医師が

器具を取り違えたミスで患者が死亡した 11 月の事故

を受け、医療器具の交換作業に臨床工学技士が必

ず立ち会う体制を今春から整える事を決めた。 

 不慣れな医師が機器の交換を行ったことが問題で、

医療機器の扱いに精通した臨床工学技士が立ち会

っていれば防げた可能性があると判断した。機器に

精通していない医師だけで、器具を取り扱う環境が常

態化していたため、今後は体制を整備し、再発防止

に努めたいとしている。 

（2012年 1月 7日 掲載：読売新聞） 

****************************************** 

2012年 2月 18日（土）～2月 19日（日） 

「第3回 卒後教育ｾﾐﾅｰ ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰｾﾐﾅｰ 
 ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ教育ｾﾐﾅｰ」 

会場 ムトウ本社会議室（6F） 

 札幌市北区北11条西4丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2012年 3月 11日（日） 

「公益事業推進委員会主催 

市民公開講座のご案内」 

会場 札幌市生涯学習センターちえりあ  

札幌市西区宮の沢1条1丁目1-10 

******************************************

2012年 5月 12日（土）～5月 13日（日） 

「第 22 回  日本臨床工学会」 
会場 富山国際会議場ほか  

富山市大手町1番2号 

http://www.jacet22.jp/ 

****************************************** 

2012年 5月 20日（日） 

「第 81回 北海道透析療法学会」 
会場 旭川市 大雪クリスタルホール  

    旭川市神楽 3条 7丁目 

http://www.dotoseki.net/ 

****************************************** 

2012年 6月 7日（木）～6月 9日（土） 

「第 87回  日本医療機器学会大会」 
会場 札幌コンベンションセンター 

札幌市白石区東札幌6条1丁目 

http://www.jsmi.gr.jp/ 

****************************************** 

2012年 6月 22日(金)～6月 24（日） 

「第 57回 (社)日本透析医学会学術集会」 
会場 京王プラザホテル札幌 

ほか 4会場  

 http://www2.convention.co.jp/57jsdt/ 

****************************************** 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公

益社団法人 北海道臨床工学技士会ホームペー

ジまたは各記載の webサイトをご覧ください。 
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平成２３年度１２月～平成２４年１月までの理

事会において以下の報告・協議がされました。 

 

 公益社団法人 北海道臨床工学技士会におけ

る賠償責任保険制度の構築のついて 

 第２３回北海道人工呼吸セミナーについて 

 １月２１日（土）～１月２２日（日） 

 第３回卒後教育セミナー ペースメーカー 

教育セミナーについて 

 ２月１８日（土）～１９日（日） 

 リーフレット・パンフレットの更新について 

 社団法人 日本臨床工学技士会第２期代議員

選出選挙について 

全国区代議員 

 大澤 貞利、真下 泰（アイウエオ順） 

 の 2 名を当会推薦とする 

地方区代議員 

 加藤 伸彦、室橋 高男、脇田 邦彦 

 （アイウエオ順）の 3 名を当会推薦とする 

公益事業推進委員会主催の 
市民公開講座のご案内 
 

【日時】 

3月 11日（日）14：00～15：00 

 

【場所】 

札幌市生涯学習センターちえりあ 

〒063-0051 

  札幌市西区宮の沢 1条 1丁目 1-10  

Tel.011-671-2200 

 

【講演内容】 

「血圧の管理とその重要性」 

講師：札幌医科大学医学部第 2内科  

橋本暁佳先生 

「血圧計の正しい使用方法」 

講師：（株）テルモ 

 

血圧管理に関心のある方は､同僚の方やお知

り合いの方をお誘いあわせの上ご参加のほど宜

しくお願いします。 
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公益社団法人 北海道臨床工学技士会 入会手順は．．． 

1. 北海道臨床工学技士会の申し込み用紙に必要事項を記入後、事務局宛に郵送します。 

（申込用紙は技士会 HPからダウンロード出来ます。） 

2. 年会費振込み時、備考欄に「新入会」と記入し 5,000円を下記へ入金します。 

3. 事務局にて申込用紙と入金が確認され次第、北海道臨床工学技士会へ入会扱いとなります。 

4. その後、会員宛に事務局より「入会手続き完了通知」が郵送されます。 
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印刷 
 

前田印刷株式会社 

〒078-8233 

旭川市豊岡３条６丁目 

２番２０号 

 ０１６６－３４－０１１１ 

 

北海道臨床工学技士会ニュース 

広報担当    仁友会 北彩都病院  臨床工学科 石川幸広 

        旭 川 赤 十 字 病 院  臨床工学課 脇田邦彦 

編集委員    旭 川 赤 十 字 病 院  臨床工学課 奥山幸典 

        旭川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 透 析 部 木村吉治 

仁友会 北彩都病院  臨床工学科 野尻 誠 


